
【 仙台一高生の感想 】

 

私たちが普段当たり前のように使ってい

るパソコンなどのメモリが、どのような仕

組みで動いているのか意識したことがな

かったので、とても小さいサイズの世界か

ら莫大な量のデータを保存できることに

驚いた。私たちが快適に活用できるように

なった背景には、多くの人達が積み上げて

きた歴史があることを初めて感じた。 

令和 5 年度第５回 SSH 国際交流講演会が 11 月 29 日（火）に開催され、東北大学材料科学高等研究

所の Aakanksha SUD 氏（日本学術振興会特別研究員）から、スピントロニクスについて講義をして

いただいた。１年生 4名、2年生 45名、計 49名が参加した。 

スピントロニクスは大まかに言うと、電子の回転

を利用して情報を処理・転送する技術のことで

す。トンネル効果(量子の世界において電子がポテ

ンシャル障壁をすり抜ける効果)と結びついて、よ

り効率的な電子デバイスが開発され、エネルギー

効率やデバイスの性能向上につながります。今回

のスピントロニクスについての講演会では、スピ

ントロニクスの基本的なところから、その応用例

に至るまで、詳しくお話していただきました。ま

た、Askankshaさんの出身国であるインドや英国

での留学生活、東北大学の研究室についてなど、

様々なことをお話ししていただきました。 
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スピントロニクスという学問が、磁気メモリ

やマイクロチップの技術につながっていると

いうことがわかった。また、世界最大手の半

導体素子メーカーで、ＰＣの中のＣＰＵの宣

伝でなじみのあるインテルの半導体開発にも

活用されているそうだ。1970年代初頭のイン

テル 4004マイクロプロセッサの開発に、東北

大学を卒業した日本人エンジニアも携わって

いたこともわかった。 



 

～編集後記～ 

 私たちはスマホやテレビなどの様々な便利な機器を使っており、その中には半導体がよく使われて

います。しかし、使っているのにもかかわらず仕組みがわかっていない人が多いように思えます。今

回講演会で半導体について学んだことで、台湾へ行く生徒は清華大学での体験の予習となり、身近な

ものを少しでも理解して使用することができるようになったのではないかと思います。 

（2学年「SS国際交流」選択者） 

専門的な用語が多いこともあって、とても

難しくほとんど聞き取れなかったが、興味

深い内容だった。今まで自分が触れたこと

のない分野であったので新鮮な気持ちで聞

くことができた。身近なものの中でどのよ

うなものにスピントロニクスが応用されて

いるか調べてみようと思った。 

スピントロニクスは以前から聞いたこと

がありましたが、その根本原理を学んだ

のは今回が初めてでした。身の回りの本

当に様々なものに使われていることに驚

きました。 

この講演会では、初めて聞いた言葉だら

けだったけれど、それが、どういうもの

なのか、なぜ重要なのかを知ることがで

きました。また、研究所には、様々な国

の人が集まることを知り、その人達とコ

ミュニケーションが取れるようになるた

めにも、今から英語力を身に付けていく

べきなのだと感じました。 

スピントロニクスはハードディスクドラ

イブの大容量化や省電力化、不揮発性メ

モリなどに貢献することのできる素晴ら

しいものだということを新たに知った。

近年、半導体不足や価格の高騰で騒がれ

ていたが、スピントロニクスによって、

何か革新が起き、半導体関係のものは新

たな形に変わっていくのかなと思った。

膨大なデータを扱う、現在の社会で大い

に役立つものだと思った。 

トンネル効果について、電子がポテンシャ

ル障壁をすり抜ける現象であることは知っ

ていたが、今回の講演を聞いて、トンネル

効果が身近なものに使われるものであった

ことに気付いた。また、トンネル効果につ

いて、磁場の向きが逆ベクトルの磁石で挟

んだとき、トンネル効果が起きないように

なっていることを知って、改めて電気と磁

気のつながりの深さを感じた。 


